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冒誘

けいめい鴫
イエスの言景

『国が内輪で争えば、その国は式り皇

たない。家が内輪で争えば、その家は

式り皇たない』

壁言(マルコ謁昏誉３章２４２５罪）

牧師河合裕志

国の内輪争い、それが高じれば国は統一

が,保たれず分裂し崩壊してしまう。一つの

家についても内輪争い、夫婦の争いが激し

くなれば家庭の維持は難しくなる。イエス

はこんな国々、家々を見ていたのだろう。

これは今もそのまんま当てはまるかも。国

の指導者達は出来るだけ国民の意見に耳

を傾けて合意を目指して行かねば｡夫､妻、

子ども達もよく話し合って力を合わせて

行かねば。このようにして国を盛り立てて

行く、家を盛り立てて行くようでありたい

もの。

ところで今イエスはこの言葉をどんな時

に口にしたのか。それはユダヤ教の律法学

者達からイエスのことを「あの男はベルゼ

ブルにとりつかれている」「悪霊の頭の力

で悪霊を追い出している」と非難されたの

で反論して言ったもの。その頃病気は悪霊

のシワザと考えられていた。イエスが次々

と病人をいやしてしまう、それはイエスに

よる悪霊追放と見なされた。それは素晴ら

しい働きだったがイエスをなんとか葬り

去りたいと考えていた律法学者らは、あの

男イエスにはベルゼブル＝悪霊のお頭が

とりつきその力を借りて悪霊の追い出し

をやっているんだと人々に言いふらした。
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よくもこんなことが言えたもの。それは

白を黒と言うようなもの。イエスはこれを

耳にしてどう反応した？うっちゃってお

け、言いたいものには言わせておけ。こん

な態度もとれた筈。しかしイエスはこれは

あまりにヒドイ、このまんまにはしておけ

ないな。『そこでイエスは彼らを呼び寄せ

てたとえを用いて語られた』。それが国が

～家が～の話。このあとイエスはこう言

った。『サタンが内輪もめして争えば立ち

行かず滅びてしまう｣。これを言いたいた

めに国が～家が～と述べた。

私がサタン＝悪霊の頭＝ベルゼブルの力

によって悪霊を追い出しているとすれば、

それってサタンの内輪もめじやない？そ

れではサタンの王国は立ち行かなくなっ

てしまうんじやない？内部分裂して自滅

してしまうでしょう。ですからそんな具合

に、斜めに私を見ないでほしい。素直に観

察してくれないかな。私の内には神の霊＝

聖霊が宿っていると見てくれないかな。そ

れによって悪霊追放。病気治療に従事して

いることを認めてほしいもの…このよう

にイエスは敵対者に忍耐強く教えること

を試みた。たとえを用いてわかりやすく。

イエスも大変にご苦労さんなこと。
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主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分
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